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概 要
レコーダーなどの記憶媒体の大容量化により，視聴者がニュース番組を見るときに効率良く視聴すること
ができるシステムが求められる．本論文は，ニュース番組を，次世代映像規格である HEVC/H.265フォー
マットの映像に対して，HEVC/H.265の符号化パラメータを利用して各トピックスに分割・抽出すること
で，効率のよいニュース番組視聴を可能とする．提案方式では，各トピックの冒頭に表れるテロップ（冒頭
テロップと呼ぶ）に着目し，HEVC/H.265で採用された可変マクロブロックの形状情報が冒頭テロップ検
出に有効であることを明らかにした上で，その特性を活かした検出手法を提案する．MPEGハイビジョン
映像を HEVCエンコーダでトランスコーディングした延べ 65時間の試験映像に対して，提案検出法を適
用した結果，冒頭テロップの検出性能として，再現率 89%, 適合率 71% （目視による冒頭テロップ数 614）
を得た．

1 はじめに
現在，テレビ放送のデジタル映像番組をレコー
ダーなどの記録媒体で録画し，あとで録画番組を視
聴するというスタイルが一般的になっている．この
記録媒体の大容量化に伴って映像データの長時間の
記録も容易になったが，保存された大量の録画番組
を視聴者が冒頭から全て視聴していくのは不便であ
る．視聴者は長時間の映像データの全てを必要とし
ているわけではなく，自分の興味のある部分のみを
視聴したいという要望がある [1]．
本研究では，ニュース番組の映像を対象として，
映像中の主要なニューストピックを表す冒頭テロッ
プを抽出する手法を提案する．冒頭テロップを抽出
してニュース番組の各トピックの開始点を特定する
ことで，多数のニュース映像から視聴者が興味のあ
るニューストピックを効率良く探し出し，その応用
として視聴者の興味のあるニューストピックを視聴
者に対して推薦するシステム，アプリケーションに
役立てることが期待できる．
本研究の提案手法では，HEVC/H.265規格で圧縮
された映像データの符号化情報のみを用いてテロッ
プの検出を行い，ニュース映像の冒頭テロップが

画面上に出現するときの映像効果を利用して冒頭
テロップの出現フレームを特定しているのが特徴で
ある．現在関東圏内でテレビ放送されているニュー
ス番組を HEVCエンコーダでトランスコーディン
グした映像データに対して提案手法による検出実験
を行った結果，冒頭テロップを再現率 89%，適合率
71%で検出した．

2 ニュース映像の構造・関連研究
2.1 ニュース映像の構造
テレビ放送の番組映像は連続して撮像された映像

が続いた後，別の映像が続くことによって構成され
る．図 1のように，この連続して撮像された映像が
切り替わる点をカット点といい，カット点間の連続
して撮像された映像をショットという．通常，番組
映像は複数のシーンから構成されており，各シーン
は複数のショットから構成され，各ショットは複数の
フレームから構成されるという階層的な構造になっ
ている．
ニュース番組映像においては，１つのニュースト

ピックを扱った場面は１つのシーンとして捉えるこ
とができる．図 2 のように，多くのニュース番組
ではニューストピックの各シーンの始まり（スタジ
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図 1: 映像データの構造

ショット）でトピックの内容を簡潔に説明する冒頭
テロップが出現する．その後，取材映像を繋ぎ合わ
せた取材映像ショット群が放映される．冒頭テロッ
プを検出することによりそれぞれのトピックの視聴
を容易にすることが期待できる．

図 2: ニュース映像の構造

2.2 関連研究
ニュース番組の映像からのトピックス抽出方法に
関連する研究はすでに数多く提案されているが，手
法としては，１）テロップを用いた手法，２）クロー
ズドキャプションを用いた手法，３）準同一区間を
用いた手法，４）顔認識を用いた手法の４つに大き
く分けられる．

2.3 テロップを用いた手法
多くのニュース番組では映像編集の時点で人為的
に挿入されたテロップが表示される．このため，テ
ロップを検出することでニューストピックの索引付
けに活かすという考えに基づいて，映像中のテロッ
プを自動的に検出する手法が研究されている．
　動画フレームからテロップを検出する方法とし
て，文献 [2]では，１次微分によるエッジ検出によ
りエッジを横方向に投影し得たヒストグラムからテ
ロップ位置を推定している．文献 [3]でも各フレーム
の輝度ヒストグラムからエッジの多い文字領域を特
定しテロップとして検出している．また，単にエッ
ジを検出するだけでなく，文字のエッジとそれ以外
のエッジを区別するエッジペア [4]という手法も提

案されている．日本語の文字は線状のパターンで構
成されているため，線の両端に対応するエッジのペ
アが存在する．この上り勾配のエッジと下り勾配の
エッジのペアをエッジペアと呼んでいる．文献 [5]

では，RGBカラーに対応した色エッジペアを用い
て，テロップが含まれる画像中からテロップ領域を
検出している．
　動画をフレームごとに完全に復号するのではなく，
圧縮動画データの特徴からテロップを検出する手法
もある．文献 [6]では，MPEG-2の圧縮符号化情報
である DCT係数や動きベクトルを用いてテロップ
の出現と消滅を検出している．テロップが表示され
ている部分はエッジが多くなるため，DCT係数の
高周波成分の値が大きくなるという特徴を利用した
研究である．文献 [7]では，圧縮符号化情報から得
られたDCT係数や特徴量を入力とするマルコフモ
デルを作成しテロップの出現を検出している．また，
自然画像から Bag-of-Keypoints法により文字領域
を高精度に認識する手法 [8]もあり，テロップ認識
にも応用可能であると考えられる．

2.4 クローズドキャプションを用いた手法
クローズドキャプションとは，映像データに付随

して伝送される文字情報であり，出演者が発話した
内容を文字で書き起こした字幕情報等を指す（前節
で述べたテロップはオープンキャプションとも呼ば
れる）．この字幕情報から，トピックの開始点を見
つけ出す手法が研究されている．文献 [9]では，毎
週・毎日放映される番組では番組特有の言い回しが
存在することが多いため，そのような反復句を字幕
から検出し番組を分割するための手掛かりとする．
文献 [1]では，HDDレコーダーに映像を録画する際
に字幕情報も保存し，利用者が入力したキーワード
と一致する字幕が表示されている場面から再生する
機能を実装している．

2.5 準同一区間を用いた手法
準同一区間とは，数ヶ月～１年という単位の映像

データの中で繰り返し使用される映像のことである．
準同一区間には（例えば，重大なニュースであれば
複数のチャンネルで同じような取材映像が使用され
たり，数日間は同じ映像を放映することがあるため）
CM帯やニューストピック における取材映像，あ
るいはニュース番組におけるキャスターが映ってい
る場面が該当する．こういった準同一映像区間を検
出する手法 [10]が研究されている．この手法ではテ
ロップを検出しないような画面中央部のフレーム画
像を用いて，類似する映像を検出している．
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　また，１つの番組内でもキャスターショットは同
じような構図で繰り返し出現するという仮定に基づ
いて，類似するショットの中で最も多かったものが
キャスターショットであるという結果を用いた手法
がある [11]．この手法では，MPEG-2で圧縮符号化
された映像の中から一定間隔で出現するDC画像の
みを復号し，このDC画像の色ヒストグラムから類
似ショットを検出している．

2.6 顔認識を用いた手法
映像中に出現する人物の顔を認識し，誰がいつ
映っている映像なのかという情報を付加する研究
[12]では，顔検出が出来たフレームの前後で顔領域
のトラッキングし，顔検出フレーム群を作成し，こ
のフレーム群に対して顔認証を行って認証精度を向
上させている．

2.7 従来研究における課題
従来のトピック検出手法では，出現したテロップ
をすべて検出することが多く，そのテロップが何を
表すテロップかを類別する手法は少ない．文献 [3]

では，各フレームの輝度画像から検出したエッジ情
報を用いてテロップ領域を検出した後，冒頭テロッ
プであるかどうかを判別している．冒頭テロップに
は『文字サイズが比較的大きい』『毎回ほぼ定位置
に表示される』『複数回表示される』『画面下部に表
示される』『各冒頭テロップ間は一定以上の時間間
隔がある』『ニュースの前半に出現しやすい』といっ
た傾向が強いので，これらの特徴を手掛かりにして
他のテロップと区別が可能である．しかし，これら
の特徴を定量的にどう捉えるのかの記述が無く，再
現率は 92%と高いが適合率は 63%となっている等
課題が残されている．
　クローズドキャプションを用いた手法では，自然
言語処理によりキーワードに一致するようなトピッ
クを扱った番組を検索することが可能になると考え
られる．だが，扱われたトピックに関する一連の映
像の開始点を見つけることは困難である．この点で，
キーワードに関する一連の映像を見たいというニー
ズは満たせない．
　顔認識を用いた手法や準同一区間を用いた手法で
は，キャスターの映るスタジオショットを手掛かり
として，トピックの開始点を見つけることが可能に
なると考えられる．しかし，トピックの開始点が分
かったとしても，それだけでは何を扱ったトピック
なのかという情報が得られず，ユーザーが再生する
までそのトピックが興味のあるトピックかどうかは
分からない．

　そこで本研究では，トピックの先頭である冒頭テ
ロップ出現タイミングと，テロップ領域を検出でき
る手法を提案する．冒頭テロップの出現を検出でき
れば，各トピックの頭出しが可能になる．また，冒
頭テロップを見れば，各トピックが何を扱ったトピッ
クなのか容易に知ることが出来る．また，トピック
検索を行う場合にも，クローズドキャプションの情
報だけでなくテロップの情報を使用することが出来
れば，容易にトピックの開始点から映像を閲覧する
ことが出来る．提案手法を実現するために，本研究
では HEVC/H.265の符号化情報を利用する．

3 HEVC/H.265と提案手法
3.1 MPEGとHEVC/H.265

現在，地上デジタル放送，BSデジタル放送など
の各種デジタル放送の映像はMPEG-2符号化方式
で圧縮符号化されて放送されている．近年では次
世代映像フォーマットとして UHDTVが注目され
ている [13]．UHDTV には 4K UHDTV（3840 ×
2160画素），8K UHDTV（7680× 4320画素）が
あり，従来の HDTV（1920 × 1080 画素）に比べ
てより高精細な映像コンテンツを提供することが可
能になっている．しかし，UHDTVは HDTVの４
倍以上の情報量を持つため，MPEG-2やMPEG-2

の２倍の圧縮性能を持つといわれるAVC/H.264で
も既存回線で高画質な映像の伝送を行うことは難し
い，AVC/H.264の２倍の圧縮性能を持つといわれ
る HEVC/H.265で利用されている符号化技術につ
いて次項で述べる．

3.1.1 HEVC/H.265の符号化技術
HEVC/H.265の大きな特徴として，符号化のブロ

ックサイズが可変であることが挙げられる．MPEG-

2では 16× 16画素を１つのブロックサイズとして
いたが，図 3のように HEVC/H.265では 64× 64

画素を CTU（Coding Tree Unit）という最大のブ
ロックサイズとし，さらに 32× 32，16× 16，8×
8をCU（Coding Unit）として分割することができ
る．このように，映像の画面上で局所的な変化の大
きな部分を小さいCUサイズで，一様で変化の小さ
な部分を大きい CUサイズで効率良く符号化を行っ
ている．
また，従来の映像符号化方式と同様に映像の画像

フレームから分割したブロックごとに符号化を行っ
ている．HEVC/H.265でこの符号化を司るのがCU

で，フレーム内やフレーム間での符号化と量子化処理
の前の周波数変換をそれぞれ PU(Prediction Unit)
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図 3: HEVC/H.265の符号化ブロック

と TU(Transform Unit)という可変ブロックで行っ
ている．
フレーム内やフレーム間での符号化について以下
で簡単に述べる．

• イントラ符号化（画面内符号化）
他のフレームを参照せず，そのフレーム内の
情報のみで符号化を行う．

• インター符号化（予測符号化）
前後のフレームを参照して効率の良い符号化
を行う．過去のフレームを参照する順方向予
測，未来のフレームを参照する逆方向予測，過
去と未来のフレームを参照する双方向予測が
ある．

テロップの出現時には，それまで動きの映像があっ
た部分に動きのないテロップ部分が表示されるので
局所的にイントラ符号化が行われる符号化ブロック
が目立つ．局所的なイントラ符号化のブロックの出
現がテロップ出現の大きな情報となる．
インター符号化で用いられるフレーム間の予測に
は，前後のフレームの差分のみを符号化するという
処理以外に，動き補償という処理も加えられる．動
き補償とは，図 4のようにある時刻のフレームを符
号化するとき，異なる時刻の符号化済みフレームか
ら予測画像を生成し，入力画像と予測画像の差分の
みを符号化する処理である．入力画像と予測画像の
移動する量と向きを動きベクトルを呼ぶ．ニュース
映像のテロップは出現してから視聴者に説明するた
めにしばらく表示された状態が続く．この間テロッ
プ部分の動きベクトル量は小さいのでテロップ出現
時の特徴となる．
また，映像がデータ圧縮のために量子化される前
の周波数変換でDCT（離散コサイン変換）とDST

（離散サイン変換）が行われる．DCTやDSTが行わ
れると画素ごとの変換係数において，高周波成分の

図 4: 動き補償

値が小さくなるという特徴がある．映像中のテロッ
プ部分では背景とのエッジによって高周波成分にも
値が残る特徴があるため，テロップ文字の出現，消
失の手がかりになる．

3.2 冒頭テロップ
本稿では，1章で述べたように冒頭テロップを検

出することによって，トピックの開始点を抽出する
ことを目的とする．以下のような特徴を持ち，図 5

のようなテロップを冒頭テロップと定義する．

キャスター

冒頭テロップ

台風○○号発生
図 5: 冒頭テロップ

1. 画面下部に表示される．
2. テロップ文字に背景を持つ．
3. テロップ出現時に映像効果を伴う．
特に 2と 3はその他のテロップには見られない特

徴であり，冒頭テロップであるかどうかの判定に利
用することができる．2については，背景が出現し
た後にテロップ文字が出現する場合である．このと
きの背景部分の出現の仕方は，約１秒間で左から右
に徐々に出現する場合，中央から両端に徐々に出現
する場合，右から左に徐々に出現する場合など様々
である．3についてはフィードインやロールインな
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どの映像効果を伴って出現する場合で，2と同様に
様々な出現の仕方がある．（図 6）

図 6: 冒頭テロップ出現時の例

3.3 提案手法
これまでの HEVC/H.265の符号化技術と冒頭テ
ロップの特徴を踏まえた提案手法を示す．
Step 1 各フレームで，符号化ブロックサイズが

8× 8画素あるいは 16× 16画素でイントラ
符号化ブロックで４隣接している領域を検出
する．

Step 2 検出した領域が画面全体の３分の１より
下の領域，かつ領域の縦と横の長さが 128画
素以上であるとき，冒頭テロップ候補領域と
する．

Step 3 Step 2で検出されてから，15フレーム以
内で再び候補領域を検出したとき，登録され
た冒頭テロップ候補領域と比較して，領域を
拡大できる場合は候補領域の座標を更新する．
15 フレーム以内に検出できなかった場合は，
テロップが完全に出現したと判定する．

Step 4 Step 3までの候補領域とは別に，各フレー
ムで画面全体の３分の１より下の領域で PU

の DCT係数，DST係数の高周波成分を計算
し，その値が閾値未満である矩形領域を作成
し，その領域を冒頭テロップ候補領域とする．

Step 5 冒頭テロップ候補領域内で 150フレーム
間の動きベクトル量を加算し，その値が閾値
未満であれば冒頭テロップ候補領域として判
定する．

4 計算機実験
4.1 検出実験
現在関東圏で放送されている主要６局の地上デ
ジタル放送の映像 65時間に対して，提案手法によ
る計算機実験を行った．映像データは，放送された
MPEG-2映像をHEVC/H.265フォーマットにトラ

ンスコードしたものを使用した．手法の精度評価
の尺度として，再現率と適合率を用いる．正例数を
目視で確認した冒頭テロップの数，正検出数を冒頭
テロップとして検出したものの数，誤検出数を検出
したテロップの中で正例と一致しなかったものの数
とするとき，再現率と適合率は以下の式で定義され
る．

再現率 =
正検出数
正例数

適合率 =
正検出数

正検出数+誤検出数

再現率は冒頭テロップをどれだけ漏れ無く検出し
ているかを表し，適合率は検出したテロップの中で
どれだけ正しく冒頭テロップを検出しているかを表
す．検出実験結果を表 1に示す．

表 1: 検出実験結果
正例数 正検出数 誤検出数 再現率 適合率
614 548 223 89% 71%

4.2 考察
未検出の主な例としては，背景が出現しない冒頭

テロップでイントラ符号化の符号化ブロックや変換
の高周波成分で検出をしたとき，背景がないことに
よって動きベクトル量が大きくなってしまう例が挙
げられる．この未検出を防ぐ方法としては，動きベ
クトル量の計算を文字領域のみに対してすることで
あるが，フレーム間予測の際に符号化ブロックが変
化するため適用することが難しい．動きベクトルを
計算する範囲，閾値設定で改善をする必要がある．
誤検出の主な例としては，冒頭テロップでないテ

ロップを検出してしまうものである．他番組の宣伝
テロップや天気予報のテロップなどで，冒頭テロッ
プと近しい特徴を持つものを誤検出している．この
誤検出を防ぐ方法としては，冒頭テロップの文字と
その他のテロップの文字のフォントの大きさの差に
着目し，変換ブロックのブロックサイズの特徴を捉
えて対応することが挙げられる．

5 まとめ
本稿では，ニュース番組映像から HEVC/H.265

の符号化情報の中でイントラCUのサイズと動きベ
クトル，DCT/DST の高周波成分値を利用してト
ピックを表す冒頭テロップの領域とトピックの開始
点を検出する手法を提案し，評価を行った．提案手
法では再現率 89%，適合率 71%で検出をすることが
できた．従来研究 [3]の再現率 92%，適合率 63%と
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比較すると，適合率は提案手法が上回った．再現率
が下回った点については，冒頭テロップに隣接して
表示される取材映像モニタによる影響が排除できて
いない点が原因と考えられる．
今後の課題としては，現在利用しているHEVC/H.265

の符号化パラメータの閾値の見直し，他の符号化情
報の利用でより精度を高めることが挙げられる．検
出した冒頭テロップの活用として，視聴者の興味の
あるニューストピックを視聴者に対して推薦するシ
ステム，他の映像から類似するトピックを検索する
システムの実現が期待できる．
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